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  （百万円未満切捨て）
１．2020年３月期の連結業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 8,187 97.2 78 △63.8 41 △80.1 2 △97.1 
2019年３月期 4,151 1.2 216 10.9 208 △36.0 90 △23.2 

 
（注）包括利益 2020年３月期 3 百万円 （△96.2％）  2019年３月期 83 百万円 （△28.8％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2020年３月期 0.25 0.25 0.3 0.9 1.0 
2019年３月期 8.99 8.50 9.8 6.7 5.2 

 
 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 5,484 1,025 18.7 97.81 
2019年３月期 3,382 978 28.9 96.39 

 
（参考）自己資本 2020年３月期 1,025 百万円   2019年３月期 978 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2020年３月期 231 △1,861 1,462 1,039 
2019年３月期 374 △180 464 1,207 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2019年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
2020年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
2021年３月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00   －   
 
３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 
 
 2021年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルスによる影響を現段階において合理的に算定すること
が困難なことから未定としております。業績予想の開示が可能となった段階で、速やかに公表いたします。 
 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規 １社（社名）株式会社Ｍクリエイティブワークス、除外 ― 社（社名）― 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．13「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項」をご覧くだ
さい。 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期 10,714,800 株 2019年３月期 10,432,800 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期 227,229 株 2019年３月期 279,429 株 

③  期中平均株式数 2020年３月期 10,355,029 株 2019年３月期 10,023,011 株 

（注）当社は、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」を導入し、当該信託にかかる信託口が所有する当社株式

については、連結財務諸表において自己株式としているため、上記期末自己株式数には信託口が所有する当

社株式（2019年３月期279,300株、2020年３月期227,100株）が含まれております。また、信託口が所有する

当社株式を期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。（2019年３月期304,904

株、2020年３月期254,557株） 

 

(参考)個別業績の概要 

１．2020年３月期の連結業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 
（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 3,724 △9.8 34 △87.3 43 △84.0 △70 － 
2019年３月期 4,129 0.6 272 41.2 269 △16.7 148 50.4 

 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2020年３月期 △6.70 － 
2019年３月期 14.77 13.97 

 
 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 4,870 1,007 20.7 96.11 
2019年３月期 3,371 1,031 30.6 101.61 

 
（参考）自己資本 2020年３月期 1,007 百万円   2019年３月期 1,031 百万円 
 
＜個別業績の前期実績値との差異理由＞ 
 １.経営成績等の概況（１）当期の経営成績等の概況の報告セグメントごとの概況の記載内容をご確認下さい。 
 

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績等の概況 

 当社グループは、経営理念である「世の中に、もっと笑顔を。もっと幸せを。」という想いの下、婚活支援業界

の変革者として価値を創造し続け、より多くの成婚機会をつくり、成婚後のお客様の生活品質向上に貢献すべく事

業を展開しております。また、2020年３月期（以下、「当期」）より当社グループに迎え入れた株式会社メイショ

ンは、「人生を彩るのは忘れ得ぬ記憶だと思う。」という想いの下、ウエディング業界でお客様の期待を超越する

新たな結婚式スタイルを創造し続けております。 

 当期においては、下半期に消費税増税や天候不順、また、期末にかけて新型コロナウイルスの影響があったもの

の、株式会社メイションのグループ化により売上高は前期と比較して大幅に増加しました。販売費及び一般管理費

は、前述のグループ化とのれん・無形資産償却費の計上により前期と比較すると増加したものの、グループ本社機

能の集約や広告効率化等により期初計画を下回る推移となりました。営業利益は、婚活事業、カジュアルウエディ

ング事業、その他事業とも収益貢献したものの、前期に婚活支援システム販売に係る一過性の収益計上があったこ

とから前期と比較すると減少しました。なお、営業外損益には、当期より持分法適用関連会社となったエン婚活エ

ージェント株式会社ののれん償却費を持分法による投資損失として計上しています。また、特別損益には、事業ポ

ートフォリオの見直しに伴う事業譲渡益、株式会社Ｍクリエイティブワークスの株式取得に伴う評価差益（段階取

得に係る差益）、投資有価証券の減損処理による投資有価証券評価損を計上しています。 

 この結果、当期の売上高は8,187百万円（前期比 97.2％増）、営業利益は78百万円（同 63.8％減）、経常利益

は41百万円（同 80.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は2百万円（同 97.1％減）となりました。なお、

当社の重要な経営指標と位置付けるEBITDA（営業利益に償却費を加えて算出）は509百万円（同 30.9％増）となり

ました。 

 

 当社グループの報告セグメントごとの概況は次のとおりです。なお、当社グループは第１四半期より、「婚活事

業」「ウエディング事業」「その他事業」の３つのセグメントに区分しており、前年同期の数値も変更後のセグメ

ントに合わせて組み替えを行っています。また、第２四半期より、当社グループが行う事業をより適切に表現する

ため、「ウエディング事業」のセグメント名称を、「カジュアルウエディング事業」に変更しています。当該セグ

メントの名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。 

 

（婚活事業） 

 婚活事業においては、主に付加価値の高い結婚相談所の運営と、エントリーサービス（エントリー型結婚相談

所、婚活パーティー、マッチングアプリ）の企画開発及び運営を行っています。また、ソリューションサービスと

して、婚活支援事業者間の相互会員紹介を可能にするコネクトシップの運営等を行っています。 

 当期については、結婚相談所領域でブランド確立に向けた各種施策を進めました。広告面では、顧客成果に重点

を置き、商戦期と閑散期でそれぞれ効果的・効率的な広告施策を実施したことで、ブランド検索数や資料請求件数

等は引き続き増加となりました。また、商品・サービス面では、新たな顧客層の開拓に向けて高級路線のコースを

開始するとともに、会員様が初めてお相手に出会う特別な場所として「PAプレミアムラウンジ」をオープンしまし

た。加えて、入会前の事前相談や当社会員様同士のコンタクト（お見合い）のオンライン化も進めました。 

 これらにより、消費税増税や新型コロナウイルスの影響があったものの、新規入会者数は前期比1.6%増の7,968

名、成婚退会者数は前期同水準の3,136名となりました。なお、2020年３月末の在籍会員数は、新規入会者数が前

述の影響により伸び悩んだこと、中途退会者数が消費税増税の前後に一時的に増加したことから、前期比3.6％減

の11,073名となりました。 

 エントリーサービス領域は、既存婚活パーティーの運営最適化とサービス品質向上に加えて、新たなエントリー

サービスの企画開発を進めました。とくに、既存婚活パーティーでは、開催数の戦略的な絞り込みにより一開催当

たりの参加者数が増加するとともに、運営の内製化等も相まって利益は大幅な改善となりました。なお、参加者数

は新型コロナウイルスの感染拡大防止に向けて開催数を大幅に削減したこともあり、前期比29.3％減の219,396名

となりました。その他、婚活パーティーから結婚相談所への紹介は開催数の減少があったものの、前期比7.3％増

の560名となりました。また、新たなエントリーサービスの企画開発では、高付加価値型の婚活パーティーの企画

開発を進めるとともに、既存婚活パーティーのオンライン化やマッチングアプリ「スマ婚デート」の投入準備を進

めました。なお、これらのサービスは2020年５月より順次展開を開始しています。 

 ソリューションサービス領域は、コネクトシップの利用事業者とその顧客の利益最大化に向けて、利用会員数及

び利用機会の拡大に向けた諸施策を進めています。とくに、当期は新たに「官公庁マリッジ」「Kマリアージュ

（旧・KISSコンマリアージュ）」の２事業者が加わりました。これらにより、2020年３月末の利用会員数は前期比

9.2％増の29,353名となりました。なお、お見合い成立件数は期初から一定水準で推移しており、引き続き利用機

会の拡大に向けて諸施策を進めていきます。 

 なお、婚活事業においては、将来を見据えて当期に５店舗の統廃合を行い減価償却費の早期計上を行いました

が、当期の売上高は3,563百万円（前期比 6.4％減）、営業利益は817百万円（同 1.6％増）となりました。 
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＜同事業の主要指標＞ 

  2019年３月期 2020年３月期 
前期 

増減率及び増減 

新規入会者数 7,841名 7,968名 ＋1.6% 

在籍会員数（期末） 11,485名 11,073名 △3.6% 

成婚退会者数 3,156名 3,136名 △0.6% 

成婚率 27.1% 27.0% △0.1pt 

パーティー参加者数 310,397名 219,396名 △29.3% 

パーティー開催数 28,768回 19,990回 △30.5% 

コネクトシップ 

利用会員数（期末） 
26,868名 29,353名 ＋9.2% 

コネクトシップ 

お見合い成立件数 
318,842件 309,428件 △3.0% 

（注）１．成婚とは、当社のサービスを利用して知り合った会員同士が、結婚を視野に入れ交際を継続していくこ

とをいい、当社が成婚の意向を双方の会員から確認した場合に、当該会員は成婚退会をすることになり

ます。 

２．成婚率とは、在籍会員中何名の会員が成婚退会しているか、その割合を示すものです。具体的には、成

婚率は、毎年４月１日から翌年３月末までを計算期間とし、以下の計算式にて算出しています。 

（計算式）年間成婚退会者数÷年間平均在籍会員数 

３．成婚率及び増減率は、小数点第二位を四捨五入しております。 

４．2019年３月期のパーティー参加者数は、確定値に修正しております。 

 

（カジュアルウエディング事業） 

 カジュアルウエディング事業においては、近年広がりを見せるカジュアルウエディング（主にお客様のご希望に

沿った価格帯の挙式披露宴、会費会食制ウエディング、フォトウエディング、挙式のみ）のプロデュースと、挙式

披露宴後の二次会プロデュース等を行っています。また、成婚後の生活品質向上に資するサービス（ブライダルジ

ュエリーや保険の販売、住宅情報サービスの提供等）も展開しています。 

 当期については、カジュアルウエディング領域で、「スマ婚シリーズ」の品質強化と商品ラインアップの拡充に

注力しました。とくに、商品ラインアップの拡充では、従来の「スマ婚（お客様のご希望に沿った価格帯の挙式披

露宴）」を起点に、挙式に重点を置いた「スマ婚挙式」や挙式披露宴等で衣装貸し出しを行う「スマ婚ドレス」を

順次立ち上げ、受注も好調に推移しました。さらに、高品質なフォトウエディングを手掛ける株式会社Ｍクリエイ

ティブワークスをグループに迎え入れたことで、カジュアルウエディングの全顧客ニーズに対応できる体制となり

ました。また、結婚式相談会はもとより新たな結婚式スタイルの創出に向けて、オンラインを活用した取り組みも

推進しました。 

 これらにより、新型コロナウイルスの影響による施行の一部延期（期ずれ）があったものの、婚活事業との相乗

効果もあり、「スマ婚シリーズ」の成約件数は1,562件（前期は1,219件）、施行件数は1,454件（同 1,110件）と

なりました。 

 二次会領域では、業界最多級のプロデュース実績を誇る「２次会くん（二次会幹事代行）」のさらなる事業拡大

に向けて、ウエディング業界の有力企業や大手旅行会社等と連携を強化するとともに、引き続き事業基盤の強化に

注力しました。さらに、関東圏を中心に挙式披露宴後の二次会全般のプロデュースを手掛ける株式会社pmaのグル

ープ化に向けた諸施策を進めました。また、挙式披露宴後の二次会の相談会も、オンラインを活用した取り組みを

推進しました。 

 これらにより、新型コロナウイルスの影響による施行の一部延期・キャンセルがあったものの、婚活事業との相

乗効果もあり、成約件数は3,786件（前期は3,326件）、施行件数は3,604件（同 3,274件）となりました。 

 生活品質向上に資するサービス領域では、当社婚活サービスを通じてご成婚されたお客様や、カジュアルウエデ

ィングサービスをご成約頂いたお客様に対し、ブライダルジュエリーや保険等の販売を行いました。とくに、保険

販売では、「パートナーエージェント×保険クリニック」を二店舗開設し提供エリアの拡大を進めました。また、

株式会社デュアルタップと連携し、2020年１月より良質な住宅情報サービスの提供を開始しました。 

 なお、カジュアルウエディング事業では、株式会社メイションの株式取得に係るのれん・無形資産償却費207百

万円を計上していますが、当期の売上高は4,425百万円（前期比 4,445.2％増）、営業利益は81百万円（同 

617.7％増）となりました。 
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＜同事業の主要指標＞ 

 
＜ご参考＞ 

2019年３月期 
2020年３月期 

＜ご参考＞ 
前期増減率 

（成約件数）      

スマ婚シリーズ 1,219件 1,562件 ＋28.1％ 

2次会くん 3,326件 3,786件 ＋13.8％ 

（施行件数）      

スマ婚シリーズ 1,110件 1,454件 ＋31.0％ 

2次会くん 3,274件 3,604件 ＋10.1％ 

（注）１．2019年４月より株式会社メイションをグループ化しており、2019年３月期のスマ婚シリーズ及び２次会

くんの施行件数については、2019年３月期連結業績に含まれておりません。 

２．増減率は、小数点第二位を四捨五入しております。 

 

（その他事業） 

 その他事業においては、主に婚活周辺サービス（婚活支援を行う自治体向け運営支援）、カジュアルウエディン

グ周辺サービス（映像制作・施設運営等）、新規事業開発等を行っています。 

 当期については、婚活周辺サービスで地方自治体向け婚活支援システム「parms（パームス）」の受注拡大に向

けた諸施策を進め、2020年１月には秋田県へシステム導入を行いました。また、カジュアルウエディング周辺サー

ビスでは、「スマ婚シリーズ」や「２次会くん」で活用するオープニングムービーや新郎新婦を紹介するプロフィ

ールムービーの制作受注を開始しました。この他、新規事業開発では、企業向けイベントプロデュース「イベモ

ン」で認知度拡大や営業体制強化に加えて、新たにイベントオンライン化支援を開始しました。 

 なお、その他事業では、前期に保育事業の譲渡、及び婚活支援システムの複数販売に係る一過性の収益計上があ

り、当期の売上高は218百万円（前期比 15.7％減）、営業利益は15百万円（同 81.9％減）となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

（資産） 

 当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,102百万円増加し、5,484百万円となりました。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ53百万円減少し、2,006百万円となりました。主な要因は、現金及び預金

168百万円の減少、その他に含まれる未収還付法人税等54百万円の増加によるものです。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ2,155百万円増加し、3,477百万円となりました。主な要因は、のれん

1,005百万円の増加、長期貸付金578百万円の増加及び敷金193百万円の増加によるものです。 

 

（負債） 

 当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ2,055百万円増加し、4,459百万円となりました。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ552百万円増加し、1,685百万円となりました。主な要因は、短期借入金

325百万円の増加によるものです。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ1,502百万円増加し、2,773百万円となりました。主な要因は、長期借入金

1,475百万円の増加によるものです。 

 

（純資産） 

 当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ47百万円増加し、1,025百万円となりました。主な要因

は、自己株式30百万円の減少及び利益剰余金2百万円の増加によるものです。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は1,039百万円（前期比13.9％

減）となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は、231百万円（前期比38.3％減）となりました。これは主に、運転資本の増減に

よるものです。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果支出した資金は、1,861百万円（前期比932.1％増）となりました。これは主に、連結子会社の取

得による支出973百万円によるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、1,462百万円（前期比215.0％増）となりました。これは主に、長期借入金の借

入による収入1,700百万円及び長期借入金の返済による支出487百万円によるものです。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 

自己資本比率（％） 40.37 29.1 30.3 28.9 18.8 

時価ベースの自己資本比

率（％） 
267.7 210.9 141.1 108.4 30.2 

キャッシュ・フロー対有

利子負債比率（年） 
1.9 － 7.1 5.1 16.0 

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍） 
36.5 － 24.4 48.8 7.4 

（注）１.各指標の算出方法は以下のとおりです。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

２.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

３.2015年３月期の時価ベースの自己資本比率については、当社株式が非上場であるため記載して 

おりません。 

４.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

５.キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して 

おります。 

６.有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として 

おります。 

７.利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

８.2017年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、営業活

動によるキャッシュ・フローがマイナスのため記載しておりません。 

 

（４）今後の見通し 

 新型コロナウイルスの影響により、婚活事業においては結婚相談所領域で資料請求等が堅調に推移する一方、入

会見込みのお客様より入会時期の再検討の申し出をいただいております。また、エントリーサービス領域では、４

月の婚活パーティーの開催の大部分を見送りとしております。カジュアルウエディング事業においては、挙式披露

宴から挙式披露宴後の二次会の分野で、４月の施行の大部分が延期となっております。こうした状況を踏まえ、当

社グループではオンライン等を活用した各種施策や新たな事業展開に取り組んでおります。しかしながら、新型コ

ロナウイルスの感染拡大の収束が見通せないことから、業績予想の合理的な見積もりが困難であり、現時点で2021

年３月期の連結業績予想は「未定」とさせていただきます。 

 なお、連結業績予想については、今後開示が可能となった段階で速やかに公表していく予定です。また、中期経

営計画についても、当初2020年５月の公表予定としておりましたが、前述により2020年11月の公表予定と変更させ

ていただきます。 

 

（新型コロナウイルス感染症に係る事業等のリスク） 

当社グループは、2020年3月期末時点において現金及び預金1,039百万円を保有しておりますが、当社グループの予

想を超えて感染拡大の影響が長期化した場合、継続的な資金流出が予想されることから当社グループの財政状態が

大きく悪化する可能性があります。また、感染拡大の影響が長期化した場合、当社グループが対面する市場環境や

顧客の財政状況が悪化し、既存事業が縮小し、当社グループの収益が減少する可能性があります。このため、当社

グループでは新規借入等による資金調達によって手元流動性の確保に努めるとともに、今後の市場環境の変化も見

据えてオンライン化を含めた各種施策を進めております。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用して

おります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,207,846 1,039,832 

売掛金 723,928 674,335 

商品 1,681 1,185 

貯蔵品 5,055 24,530 

前払費用 85,560 127,559 

その他 62,660 178,329 

貸倒引当金 △27,044 △39,223 

流動資産合計 2,059,687 2,006,548 

固定資産    

有形固定資産    

建物 412,759 665,267 

減価償却累計額 △161,082 △219,236 

建物（純額） 251,677 446,031 

工具、器具及び備品 271,092 320,076 

減価償却累計額 △200,771 △223,300 

工具、器具及び備品（純額） 70,320 96,776 

その他 9,000 49,055 

減価償却累計額 △2,250 △6,544 

その他（純額） 6,750 42,511 

有形固定資産合計 328,747 585,319 

無形固定資産    

ソフトウエア 258,711 278,411 

ソフトウエア仮勘定 76,483 128,017 

のれん － 1,005,949 

無形固定資産合計 335,195 1,412,378 

投資その他の資産    

投資有価証券 253,063 133,850 

敷金 356,628 550,530 

長期貸付金 － 578,000 

その他 48,469 217,531 

投資その他の資産合計 658,161 1,479,912 

固定資産合計 1,322,104 3,477,610 

繰延資産    

社債発行費 969 685 

繰延資産合計 969 685 

資産合計 3,382,761 5,484,844 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 8,025 80,881 

短期借入金 380,000 705,000 

1年内償還予定の社債 40,000 40,000 

1年内返済予定の長期借入金 351,503 429,120 

未払金 126,941 203,911 

未払消費税等 69,943 59,036 

未払法人税等 70,949 36,466 

その他の引当金 4,824 8,107 

その他 80,469 123,057 

流動負債合計 1,132,657 1,685,581 

固定負債    

社債 150,000 60,000 

長期借入金 985,412 2,461,360 

資産除去債務 130,669 212,857 

その他 5,346 39,293 

固定負債合計 1,271,427 2,773,511 

負債合計 2,404,084 4,459,092 

純資産の部    

株主資本    

資本金 255,933 263,770 

資本剰余金 220,345 226,182 

利益剰余金 666,478 669,118 

自己株式 △161,587 △131,398 

株主資本合計 981,170 1,027,672 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △2,493 △1,920 

その他の包括利益累計額合計 △2,493 △1,920 

純資産合計 978,676 1,025,751 

負債純資産合計 3,382,761 5,484,844 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 4,151,787 8,187,214 

売上原価 1,778,909 4,062,137 

売上総利益 2,372,878 4,125,076 

販売費及び一般管理費 2,156,513 4,046,850 

営業利益 216,364 78,226 

営業外収益    

受取利息 225 9,906 

助成金収入 1,974 16,082 

受取保証料 14,209 14,209 

その他 2,262 6,721 

営業外収益合計 18,671 46,919 

営業外費用    

支払利息 9,563 30,879 

敷金償却費 12,287 － 

持分法による投資損失 － 33,300 

支払手数料 － 17,913 

その他 4,894 1,515 

営業外費用合計 26,746 83,608 

経常利益 208,289 41,537 

特別利益    

固定資産売却益 1,991 － 

事業譲渡益 － 44,716 

補償金収入 － 16,000 

段階取得に係る差益 － 34,459 

その他 － 10,000 

特別利益合計 1,991 105,175 

特別損失    

固定資産除売却損 4,043 3,567 

貸倒引当金繰入額 20,358 － 

投資有価証券評価損 － 47,386 

減損損失 20,001 18,212 

特別調査費用 － 13,753 

その他 － 20,806 

特別損失合計 44,403 103,726 

税金等調整前当期純利益 165,878 42,987 

法人税、住民税及び事業税 96,678 43,282 

法人税等調整額 △16,903 △2,935 

法人税等合計 79,775 40,347 

当期純利益 86,102 2,640 

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △4,000 － 

親会社株主に帰属する当期純利益 90,102 2,640 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

当期純利益 86,102 2,640 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △2,493 572 

その他の包括利益合計 △2,493 572 

包括利益 83,609 3,212 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 87,609 3,212 

非支配株主に係る包括利益 △4,000 － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

                  （単位：千円） 

  株主資本 その他の包括利益累計額 

新株予約権 純資産合計 
  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本合
計 

その他有価
証券評価差

額金 

その他の包
括利益累計

額合計 

当期首残高 249,620 216,197 576,375 △191,313 850,879 － － 1,152 852,031 

当期変動額                  

親会社株主に帰
属する当期純利
益 

    90,102   90,102       90,102 

新株の発行（新
株予約権の行
使） 

6,313 6,148     12,462       12,462 

非支配株主との
取引に係る親会
社の持分変動 

  △2,000     △2,000       △2,000 

自己株式の処分       29,726 29,726       29,726 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

          △2,493 △2,493 △1,152 △3,645 

当期変動額合計 6,313 4,148 90,102 29,726 130,290 △2,493 △2,493 △1,152 126,645 

当期末残高 255,933 220,345 666,478 △161,587 981,170 △2,493 △2,493 － 978,676 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

                （単位：千円） 

  株主資本 その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 

株主資本合
計 

その他有価
証券評価差

額金 

その他の包
括利益累計

額合計 

当期首残高 255,933 220,345 666,478 △161,587 981,170 △2,493 △2,493 978,676 

当期変動額                

親会社株主に帰
属する当期純利
益 

    2,640   2,640     2,640 

新株の発行（新
株予約権の行
使） 

7,836 7,836     15,673     15,673 

非支配株主との
取引に係る親会
社の持分変動 

  △2,000     △2,000     △2,000 

自己株式の処分       30,188 30,188     30,188 

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額） 

          572 572 572 

当期変動額合計 7,836 5,836 2,640 30,188 46,502 572 572 47,074 

当期末残高 263,770 226,182 669,118 △131,398 1,027,672 △1,920 △1,920 1,025,751 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 165,878 42,987 

減価償却費 172,631 223,667 

のれん償却額 － 57,399 

無形資産償却額 － 150,000 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22,450 1,783 

その他の引当金の増減額（△は減少） △3,734 3,282 

受取利息 △225 △9,906 

支払利息 9,563 30,879 

助成金収入 1,974 △16,082 

持分法による投資損益（△は益） － 33,300 

段階取得に係る差損益（△は益） － △34,459 

固定資産除売却損益（△は益） 2,051 △3,567 

投資有価証券評価損益（△は益） － 47,386 

事業譲渡損益（△は益） － △44,716 

補償金収入 － △16,000 

減損損失 20,001 18,212 

特別調査費用 － 13,753 

売上債権の増減額（△は増加） 59,297 105,901 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,616 7,995 

前払費用の増減額（△は増加） 28,044 △11,376 

仕入債務の増減額（△は減少） 6,206 △2,264 

未払金の増減額（△は減少） △10,664 △162,682 

未払費用の増減額（△は減少） △2,353 △6,935 

預り金の増減額（△は減少） △1,235 △20,525 

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減少） 10,293 979 

未払消費税等の増減額（△は減少） 49,667 △14,481 

その他 △35,867 36 

小計 492,364 394,568 

利息の受取額 △622 1,920 

利息の支払額 △7,682 △31,276 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △109,335 △133,916 

営業活動によるキャッシュ・フロー 374,724 231,294 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △51,188 △140,730 

無形固定資産の取得による支出 △114,799 △160,025 

無形固定資産の売却による収入 － 54,000 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △973,288 

関係会社株式の取得による支出 － △166,500 

投資有価証券の取得による支出 △111,017 △371,000 

投資有価証券の売却による収入 － 103,500 

貸付けによる支出 － △237,000 

貸付金の回収による収入 － 63,810 

敷金の差入による支出 △51,518 △103,943 

敷金の回収による収入 4,570 42,999 

工事負担金等受入による収入 46,750 － 

事業譲渡による収入 96,844 50,000 

その他 － △23,235 

投資活動によるキャッシュ・フロー △180,359 △1,861,415 
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    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △70,000 325,000 

長期借入れによる収入 848,824 1,700,000 

長期借入金の返済による支出 △356,225 △487,605 

社債の発行による収入 50,000 － 

社債の償還による支出 △40,000 △90,000 

リース債務の返済による支出 △1,800 △15,819 

自己株式の売却による収入 18,854 16,858 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 12,462 15,673 

非支配株主からの払込みによる収入 4,000 － 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△2,000 △2,000 

財務活動によるキャッシュ・フロー 464,114 1,462,107 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 658,479 △168,013 

現金及び現金同等物の期首残高 549,366 1,207,846 

現金及び現金同等物の期末残高 1,207,846 1,039,832 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（当連結会計年度における重要な子会社の異動）

 第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である株式会社ライジングが特定子会社（孫会社）となる

旧・株式会社メイションの発行済株式の全てを取得しております。なお、2019年７月６日付にて旧・株式会社メイ

ションは株式会社ライジングが存続会社とする吸収合併により消滅し、存続会社の株式会社ライジングは株式会社

メイション（新・株式会社メイション）に社名変更を行っております。 

 また、2020年３月31日付で当社は特定子会社となる株式会社Ｍクリエイティブワークスの発行済株式の85.1％を

取得し、当社の連結子会社である株式会社メイションが保有していた14.9％の発行済株式と合わせて発行済株式の

全てを取得しております。 

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書） 

 前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取利息」及び「助成金収入」は、金額

的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた4,462千円

は、「受取利息」225千円、「助成金収入」1,974千円及び「その他」2,262千円として組み替えております。

 

（連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「助成金収入」

は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

の「その他」に表示していた△33,892千円は、「助成金収入」1,974千円及び「その他」△35,867千円として組み

替えております。
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（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

 当社は、従業員の福利厚生の増進及び当社の企業価値向上に係るインセンティブの付与を目的として、従業員

持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。 

 

 １．取引の概要

 当社が「パートナーエージェント従業員持株会」（以下、「当社持株会」という。）に加入する当社グル

ープ従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者とする信託（以下、「本信託」という。）を設定し、本

信託は約５年間にわたり当社持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を立会外取引により又は株式市場

より一括して取得しております。本信託は、当社株式を毎月一定日に時価にて当社持株会に売却します。信

託終了時に、株価の上昇により信託収益がある場合には、受益者たる従業員の拠出割合に応じて金銭が分配

されます。株価の下落により譲渡損失が生じ信託財産に係る債務が残る場合には、従業員の負担はなく、金

銭消費貸借契約の保証条項に基づき、当社が銀行に対して一括して弁済することになります。 

＜本制度の概要＞

信託の種類：金銭信託以外の金銭の信託（他益信託）

信託の目的：従業員に対するインセンティブプランの導入

委託者：当社

受託者：みずほ信託銀行株式会社

受益者：当社持株会に加入する当社グループ従業員のうち一定の要件を充足する者

信託管理人：当社総務本部長

本信託契約の締結日：2016年５月23日

信託の期間：2016年５月23日から2021年６月10日（予定）

取得株式の種類：当社普通株式

取得株式の総額：上限285,660,000円

株式の取得時期：2016年５月23日から2016年６月30日

株式の取得方法：立会外取引により取得又は株式市場より取得

 

 ２．信託に残存する自社の株式 

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額は除く）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末において161,529

千円、279,300株、当連結会計年度末において131,339千円、227,100株であります。 

 

 ３．総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額 

前連結会計年度191,873千円、当連結会計年度175,142千円 

 

（期末後における連結子会社間の合併及び存続会社の商号変更について） 

 当社連結子会社である株式会社ＩＲＯＧＡＭＩは、当社連結子会社の株式会社ｉｃｈｉｅ及び株式会社Ｍクリ

エイティブワークスを2020年４月１日付で吸収合併いたしました。 

 なお、存続会社である株式会社ＩＲＯＧＡＭＩは、同日付で株式会社Ｍクリエイティブワークスへの商号変更

を実施いたしました。 

 

（期末後における取得による企業結合） 

 当社は、2020年３月17日開催の取締役会において、株式会社ｐｍａの株式を取得し子会社化することを決議

し、2020年４月１日付で株式会社ｐｍａを子会社化いたしました。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

（１）報告セグメントの決定方法 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

 当社グループは、主たる事業内容別に、「婚活事業」、「カジュアルウエディング事業」、「その他事

業」に分類し、当該事業を報告セグメントとしております。 

 

（２）各報告セグメントに属するサービスの種類 

 各報告セグメントに属する主要なサービス等は、それぞれ次のとおりであります。 

報告セグメント 主要サービス等

婚活事業 

付加価値の高い結婚相談所の運営

エントリーサービス（エントリー型結婚相談所、婚活パーティー、マッチングアプ

リ）の企画開発及び運営

ソリューションサービス（婚活支援事業者間の相互会員紹介を可能にするコネクト

シップの運営）

カジュアルウエディング事業 

カジュアルウエディング（挙式披露宴、会費会食制ウエディング、フォトウエディ

ング、挙式のみ）のプロデュース

挙式披露宴後の二次会プロデュース等

成婚後の生活品質向上に資するサービス（ブライダルジュエリーや保険の販売、住

宅情報サービスの提供等）

その他事業 

婚活周辺サービス（婚活支援を行う自治体向け運営支援等）

カジュアルウエディング周辺サービス（映像制作、施設運営等）

新規事業開発等

 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 2018年４月１日  至 2019年３月31日） 

          (単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

連結財務諸表 
計上額（注）２ 

  婚活事業 
カジュアル 
ウエディング 

事業 
その他事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,804,254 97,364 250,168 4,151,787 － 4,151,787 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,493 － 8,489 9,982 △9,982 － 

計 3,805,748 97,364 258,657 4,161,770 △9,982 4,151,787 

セグメント利益又は損

失（△） 
804,922 11,397 84,383 900,704 △684,340 216,364 

セグメント資産 1,383,241 1,681 126,805 1,511,728 1,871,033 3,382,761 

その他の項目            

減価償却費 120,537 1,084 16,797 138,420 34,211 172,631 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
14,768 － 52,297 67,065 81,580 148,646 

（注）１．調整額は以下のとおりであります。 

（１）セグメント利益又は損失（△）の調整額△684,340千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用の主な内容は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

（２）セグメント資産の調整額1,871,033千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。

全社資産の主な内容は、余剰運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に

係る資産等であります。

（３）その他の項目の調整額115,792千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の増加額及びその

減価償却費であります。全社資産の増加額の主な内容は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資

産等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

 

- 17 -

株式会社パートナーエージェント（6181）
2020年３月期　決算短信



当連結会計年度（自 2019年４月１日  至 2020年３月31日） 

          (単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

連結財務諸表 
計上額（注）２ 

  婚活事業 
カジュアル 
ウエディング 

事業 
その他事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,561,990 4,424,277 200,946 8,187,214 － 8,187,214 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,371 1,165 17,171 19,707 △19,707 － 

計 3,563,361 4,425,442 218,118 8,206,921 △19,707 8,187,214 

セグメント利益又は損

失（△） 
817,880 81,801 15,233 914,914 △836,688 78,226 

セグメント資産 1,385,211 1,495,962 116,479 2,997,653 2,487,191 5,484,844 

その他の項目            

減価償却費 139,100 20,813 13,759 173,673 49,993 223,667 

のれん償却額 － 57,399 － 57,399 － 57,399 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
57,875 185,225 3,277 246,378 81,427 327,805 

（注）１．調整額は以下のとおりであります。 

（１）セグメント利益又は損失（△）の調整額△836,688千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用の主な内容は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

（２）セグメント資産の調整額2,487,191千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。

全社資産の主な内容は、余剰運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に

係る資産等であります。

（３）その他の項目の調整額131,420千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の増加額及びその

減価償却費であります。全社資産の増加額の主な内容は、報告セグメントに帰属しない管理部門に係る資

産等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

 当連結会計年度より、会社組織の変更に伴い、報告セグメントを従来の「パートナーエージェント事業 

」、「ファスト婚活事業」、「ソリューション事業」及び「QOL事業」の４区分から、「婚活事業」、「カ

ジュアルウエディング事業」及び「その他事業」の３区分に変更しております。 

 なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法及び名称により作成したものを記

載しております。 
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【関連情報】 

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

（２）有形固定資産

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

（３）主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％を占める相手先がいないため、記載を省略

しております。 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 当社は、製品・サービスの種類を基礎として報告セグメントを構成しており、詳細については「セグメ

ント情報」３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情

報の「外部顧客への売上高」に記載のとおりであります。

２．地域ごとの情報

（１）売上高

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

（２）有形固定資産

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

（３）主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％を占める相手先がいないため、記載を省略

しております。 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

          (単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
連結財務諸表 

計上額 
  婚活事業 

カジュアル 
ウエディング 

事業 
その他事業 計 

減損損失 10,757 9,244 － 20,001 － 20,001 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

          (単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
連結財務諸表 

計上額 
  婚活事業 

カジュアル 
ウエディング 

事業 
その他事業 計 

減損損失 14,568 3,644 － 18,212 － 18,212 
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
連結財務諸表 

計上額 
  婚活事業 

カジュアル 
ウエディング 

事業 
その他事業 計 

当期償却額 － 57,399 － 57,399 － 57,399 

当期末残高 － 1,005,949 － 1,005,949 － 1,005,949 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

１株当たり純資産額 96.39円 97.81円 

１株当たり当期純利益金額 8.99円 0.25円 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 8.50円 0.25円 

 （注）１．株主資本において自己株式として計上されている資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）に残存

する自社の株式は、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株

式に含めており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含

めております。

１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前連結会計年度305,033

株、当連結会計年度254,557株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数

は、前連結会計年度279,429株、当連結会計年度227,229株であります。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 978,676 1,025,751

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － － 

（うち新株予約権）（千円） （－） （－） 

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 978,676 1,025,751

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数（株） 
10,153,371 10,487,571 

３．１株当たり当期純利益金額及び潜在株調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前連結会計年度

（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

（１）１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 90,102 2,640

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額（千円）
90,102 2,640

普通株式の期中平均株式数（株） 10,023,011 10,355,029

（２）潜在株調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 571,661 323,994

（うち新株予約権）（株） （571,661） （323,994）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

の概要

 

－ 

 

 

－ 
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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